
(57)【要約】

【課題】　より永い寿命を有し、肥満した人々に対して

も１２０～１３０°或いは１４０°もの大きな屈曲角度

を受け入れ可能な膝用人工補装具を提供する。

【解決手段】　脛骨部分と、脛骨インサートと、該脛骨

インサートから突出する脛骨スタッドが通過する開口部

を形成するために円柱状の大腿骨スタッドが両者の間に

延在する二つの隆起部を具えた大腿骨部分とを有し、前

記脛骨インサートは前記隆起部の凸状外面に接触する凹

状上面を有し、この接触が中心点を有する接触域によっ

て行われる完全膝用人工補装具であって、大腿骨スタッ

ドの横断面を規定する曲線は、前記接触域の中心点が、

約３０°の屈曲から屈曲角度に対して減少し、８０～９

０°の屈曲角度に対してはゼロになり、最大で１２０～

１３０°の屈曲に至るまでゼロに留まる後方変位（後退

）となるよう形成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 口 部 を 形 成 す る よ う に 円 柱 形 の 大 腿 骨 ス タ ッ ド が 両 者 の 間 に 延 在 し て い る 二 つ の 隆 起
部 を 具 え た 大 腿 骨 部 分 と 、 脛 骨 プ レ ー ト を 有 す る 脛 骨 部 分 と 、 前 記 大 腿 骨 部 分 と 前 記 脛 骨
プ レ ー ト の 間 に 設 け ら れ た 脛 骨 イ ン サ ー ト と に よ っ て 形 成 さ れ 、 脛 骨 ス タ ッ ド が 前 記 脛 骨
イ ン サ ー ト の 一 片 か ら 突 出 し 、 前 記 開 口 部 を 通 過 し て 約 ２ ０ ～ ３ ０ ° の 間 の 所 与 の 角 度 で
前 記 大 腿 骨 ス タ ッ ド に 接 触 し 、 前 記 脛 骨 ス タ ッ ド は 前 記 隆 起 部 の 凸 状 外 面 に 接 触 す る 凹 状
上 面 を 有 し 、 こ の 接 触 に よ っ て 中 心 点 を 有 す る 接 触 域 が 形 成 さ れ て い る 、 完 全 膝 用 人 工 補
装 具 、 い わ ゆ る 後 部 安 定 化 人 工 補 装 具 で あ っ て 、 前 記 所 与 の 角 度 か ら ８ ０ ～ ９ ０ ° ま で の
任 意 の 屈 曲 角 度 に 対 し て 前 記 接 触 域 の 中 心 点 が 後 方 へ 移 動 即 ち 変 位 す る が 、 約 ８ ０ ～ ９ ０
° と 最 大 の 屈 曲 １ ２ ０ ～ １ ３ ０ ° と の 間 の 任 意 の 角 度 に 対 し て は 後 方 へ の 変 位 を 生 じ な い
よ う に 、 前 記 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 曲 線 が 規 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 後 方 変 位 が 約 ２ ０ ～ ３ ０ ° と ８ ０ ～ ９ ０ ° と の 間 で 減 少 し 、 そ れ 以 上 の 角 度 で は 変
位 が ゼ ロ に な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 前 記 曲 線 が 、 い わ ゆ る 頂 点 （ １ ４ ） に お い て 出 会 っ て い る 円 弧 状
の 二 つ の 凸 状 セ グ メ ン ト （ １ ２ ， １ ３ ） を 有 し 、 該 頂 点 か ら 前 記 二 つ の 凸 状 セ グ メ ン ト を
接 続 す る 直 線 状 セ グ メ ン ト ま で の 垂 直 投 影 に よ っ て 形 成 さ れ る 点 が 、 該 直 線 状 セ グ メ ン ト
の 後 端 の 方 に 近 い 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装
具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 大 腿 骨 ス タ ッ ド （ ５ ） の 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 前 記 曲 線 の 凸 状 セ グ メ ン ト （ １ ２ ，
１ ３ ） が 、 前 記 隆 起 部 の 外 面 （ ２ １ ） の 前 後 方 向 平 面 に お け る 横 断 面 に よ っ て 規 定 さ れ る
曲 線 の セ グ メ ン ト に 実 質 的 に 対 応 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記
載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 人 工 補 装 具 の 前 記 脛 骨 イ ン サ ー ト （ １ ） が 、 該 イ ン サ ー ト の ベ ー ス か ら 垂 直 方 向 に 突 出
し て い る 脛 骨 ス タ ッ ド （ ２ ） を 有 し 、 且 つ 後 方 に 向 か っ て 回 転 す る よ う に 意 図 さ れ た 面 （
６ ） を 有 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 で あ っ て 、 前 後 方 向 平
面 に お け る 横 断 面 に お い て 後 面 （ ６ ） が い わ ゆ る 接 触 曲 線 を 規 定 し 、 該 曲 線 は そ の 凹 部 が
後 側 を 向 い た 凹 状 曲 線 で あ り 、 該 曲 線 の 頂 点 、 即 ち ベ ー ス か ら 最 も 離 れ た 点 は 曲 線 上 の 他
の ど の 点 よ り も 後 方 に あ る こ と を 特 徴 と す る 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 触 曲 線 が 、 ベ ー ス と 頂 点 と の 間 の 中 間 部 分 に 直 線 状 セ グ メ ン ト を 有 し て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 曲 線 の 少 な く と も 一 部 が 、 所 与 の 点 か ら 前 記 頂 点 に 至 る ま で 、 曲 線 上 の 点 が 頂 点 に
近 づ く ほ ど 後 方 に 位 置 す る よ う な 形 状 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の
い ず れ か に 記 載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 両 者 の 間 に 隆 起 部 間 空 間 が 規 定 さ れ て い る 二 つ の 隆 起 部 を 有 し 、 中 間 横 方 向 に 延 在 す る
大 腿 骨 ス タ ッ ド （ ５ ） に よ っ て 後 側 の 限 界 が 定 め ら れ て い る 膝 用 人 工 補 装 具 の 大 腿 骨 部 分
で あ っ て 、 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 曲 線 が 、 い わ ゆ る 頂 点 （ １ ４ ） に お い て 出 会 っ て い る 円
弧 状 の 二 つ の 凸 状 セ グ メ ン ト （ １ ２ ， １ ３ ） を 有 し 、 該 頂 点 か ら 前 記 二 つ の 凸 状 セ グ メ ン
ト を 接 続 す る 直 線 状 セ グ メ ン ト ま で の 垂 直 投 影 に よ っ て 形 成 さ れ る 点 が 、 １ ／ ３ ～ １ ／ ６
の 比 率 で 該 直 線 状 セ グ メ ン ト の 前 端 よ り も 後 端 の 方 に 近 い 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 完
全 膝 用 人 工 補 装 具 の 大 腿 骨 部 分 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 頂 点 か ら 二 つ の 凸 状 セ グ メ ン ト を 接 続 す る 直 線 状 セ グ メ ン ト へ の 垂 直 投 影 に よ っ て 形 成
さ れ る 前 記 点 が 、 １ ／ ３ ～ １ ／ ６ の 比 率 で 前 記 直 線 状 セ グ メ ン ト の 前 端 よ り も 後 端 の 方 に
近 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 の 大 腿 骨 部 分 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 大 腿 骨 ス タ ッ ド （ ５ ） の 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 前 記 曲 線 の 円 弧 状 の 二 つ の 凸 状 セ グ
メ ン ト （ １ ２ ， １ ３ ） が 、 相 似 関 係 （ homothetic relationship)の 範 囲 内 で 、 前 記 隆 起 部
（ ４ ） の 外 表 面 （ ２ １ ） の 前 後 方 向 平 面 に お け る 横 断 面 に よ っ て 規 定 さ れ た 曲 線 の セ グ メ
ン ト に 実 質 的 に 対 応 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 又 は ９ に 記 載 の 完 全 膝 用 人 工 補 装
具 の 大 腿 骨 部 分 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 い わ ゆ る 後 部 安 定 化 人 工 補 装 具 と 称 さ れ る 膝 用 人 工 補 装 具 に 関 す る 。 こ の 人
工 補 装 具 は 、 特 に 係 止 手 段 に よ っ て 大 腿 骨 に 固 定 さ れ る よ う に 意 図 さ れ た 大 腿 骨 部 分 と 、
特 に 係 止 手 段 に よ っ て 脛 骨 の 基 端 部 に 固 定 さ れ る よ う 意 図 さ れ た 脛 骨 部 分 と を 有 し て い る
。 脛 骨 部 分 と 大 腿 骨 部 分 と の 間 に は イ ン サ ー ト （ 半 月 板 と も 云 う ） が 挿 入 さ れ 、 こ れ は 脛
骨 部 分 に 対 し て 固 定 さ れ る か 或 い は 動 か す こ と が で き 、 通 常 は 、 大 腿 骨 部 分 と 脛 骨 部 分 の
材 料 よ り も 柔 ら か い 材 料 、 例 え ば ポ リ エ チ レ ン な ど で 作 ら れ て い る 。 こ の イ ン サ ー ト は そ
の 上 方 部 分 に ほ ぼ 凹 ん だ 面 を 有 し 、 大 腿 骨 部 分 か ら 突 出 し た 二 つ の 隆 起 部 が こ れ に 滑 り 又
は 転 が り 接 触 し て い る 。 脛 骨 ス タ ッ ド と 称 さ れ る ス タ ッ ド が イ ン サ ー ト の ベ ー ス か ら 垂 直
方 向 に 突 出 し て い る 。 大 腿 骨 部 分 の こ れ ら 二 つ の 隆 起 部 の 間 に は 、 隆 起 部 間 空 間 と 称 さ れ
る 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 こ れ を 脛 骨 ス タ ッ ド が 通 過 し て い る 。 こ の 開 口 部 の 後 側 の 限 界 を 定
め る た め に 、 一 方 の 隆 起 部 か ら 他 方 の 隆 起 部 ま で 脛 骨 ス タ ッ ド を 横 切 っ て 延 在 す る い わ ゆ
る 大 腿 骨 ス タ ッ ド が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 膝 の 回 転 或 い は 屈 曲 の 際 に 、 こ の 大 腿 骨 ス タ ッ ド は 脛 骨 ス タ ッ ド に 、 約 ３ ０ ° の 屈 曲 角
度 か ら 接 触 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 最 近 の 人 工 補 装 具 に お い て は 、 こ の ３ ０ ° の 屈 曲 に お け る 接 触 値 か ら 大 腿 骨 部 分 の 後 方
、 す な わ ち 背 側 へ の 後 退 が 生 じ 、 特 に 肥 満 し て い る 人 々 に と っ て １ ２ ０ ～ １ ３ ０ ° の 値 ま
で の 良 好 な 屈 曲 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 後 方 へ の 後 退 が な け れ ば 、 特 に 肥 満 し て い る 人
々 に と っ て は 、 こ の よ う な 大 き い 屈 曲 角 度 は 不 可 能 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 屈 曲 が ８ ０ ～ ９ ０ ° を 越 え る と 、 大 腿 骨 部 分 は 後 方 へ の 後 退 に よ っ て 高 い 危 険
性 が 生 じ 、 恐 ら く は か な り の 歪 み が 起 こ っ て 最 後 に は 人 工 補 装 具 が 変 位 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 隆 起 部 と の 接 触 箇 所 に お い て 、 イ ン サ ー ト は 激 し く 磨 耗 す る 傾 向 に あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 大 腿 骨 部 分 、 特 に そ の イ ン サ ー ト の ず れ が 少 な い 、 い わ ゆ る 後 方 安 定 化 人 工
補 装 具 と 称 さ れ る 膝 用 人 工 補 装 具 で あ っ て 、 よ り 永 い 寿 命 を 有 し 、 肥 満 し た 人 々 に 対 し て
も １ ２ ０ ～ １ ３ ０ ° 或 い は １ ４ ０ ° も の 大 き な 屈 曲 角 度 を 受 け 入 れ 可 能 な 膝 用 人 工 補 装 具
を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 従 来 技 術 の こ れ ら の 欠 点 を 解 消 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 開 口 部 を 形 成 す る よ う に 円 柱 形 の 大 腿 骨 ス タ ッ ド が 両 者 の 間 に 延 在 し
て い る 二 つ の 隆 起 部 を 具 え た 大 腿 骨 部 分 と 、 脛 骨 プ レ ー ト を 有 す る 脛 骨 部 分 と 、 前 記 大 腿
骨 部 分 と 前 記 脛 骨 プ レ ー ト の 間 に 設 け ら れ た 脛 骨 イ ン サ ー ト と に よ っ て 形 成 さ れ 、 脛 骨 ス
タ ッ ド が 前 記 脛 骨 イ ン サ ー ト の 一 片 か ら 突 出 し 、 前 記 開 口 部 を 通 過 し て 約 ２ ０ ～ ３ ０ ° の
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間 の 所 与 の 角 度 で 前 記 大 腿 骨 ス タ ッ ド に 接 触 し 、 前 記 脛 骨 ス タ ッ ド は 前 記 隆 起 部 の 凸 状 外
面 に 接 触 す る 凹 状 上 面 を 有 し 、 こ の 接 触 に よ っ て 中 心 点 を 有 す る 接 触 域 が 形 成 さ れ て い る
、 完 全 膝 用 人 工 補 装 具 、 い わ ゆ る 後 部 安 定 化 人 工 補 装 具 は 、 前 記 所 与 の 角 度 か ら ８ ０ ～ ９
０ ° ま で の 任 意 の 屈 曲 角 度 に 対 し て 前 記 接 触 域 の 中 心 点 が 後 方 へ 移 動 即 ち 変 位 す る が 、 約
８ ０ ～ ９ ０ ° と 最 大 の 屈 曲 １ ２ ０ ～ １ ３ ０ ° と の 間 の 任 意 の 角 度 に 対 し て は 後 方 へ の 変 位
を 生 じ な い よ う に 、 前 記 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 曲 線 が 規 定 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 隆 起 部 と イ ン サ ー ト と の 接 触 点 を こ の よ う に 動 か す こ と に よ っ て 、 即 ち ８ ０ ～ ９ ０ ° か
ら 完 全 な 屈 曲 （ １ ２ ０ ～ １ ３ ５ ° ） に 至 る ま で の 屈 曲 角 度 に 対 し て 、 ８ ０ ～ ９ ０ ° に お け
る 値 を 保 ち な が ら 、 こ の 点 か ら の 後 退 を 無 く す こ と に よ っ て 、 大 腿 骨 部 分 の 後 退 や ず れ の
リ ス ク 及 び イ ン サ ー ト の 磨 耗 が 大 幅 に 減 少 し 、 一 方 、 肥 満 し た 人 々 の 場 合 に 、 特 に こ の 膝
用 人 工 補 装 具 の 大 き な 屈 曲 角 度 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。 こ う し て 、 よ り 安 全 で 且 つ 自 然
の 膝 の 動 き に 一 層 精 密 に 似 せ た 、 よ り 長 持 ち す る 人 工 補 装 具 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 適 な 実 施 態 様 に よ れ ば 、 前 記 後 方 変 位 は 約 ２ ０ ～ ３ ０ ° と ８ ０ ～ ９ ０ ° と の 間 で 減 少
し 、 そ れ 以 上 の 角 度 で は 変 位 が ゼ ロ に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 好 適 実 施 態 様 に よ れ ば 、 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 前 記 曲 線 が 、 い わ ゆ る 頂 点 に お
い て 出 会 っ て い る 円 弧 状 の 二 つ の 凸 状 セ グ メ ン ト を 有 し 、 該 頂 点 か ら 前 記 二 つ の 凸 状 セ グ
メ ン ト を 接 続 す る 直 線 状 セ グ メ ン ト ま で の 垂 直 投 影 に よ っ て 形 成 さ れ る 点 が 、 １ ／ ３ ～ １
／ ６ の 比 率 で 該 直 線 状 セ グ メ ン ト の 後 端 の 方 に 近 い 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 好 適 実 施 態 様 に よ れ ば 、 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 横 断 面 の 限 界 を 定 め る 前 記 曲 線 の 凸
状 セ グ メ ン ト は 、 隆 起 部 の 外 面 の 前 後 方 向 平 面 に お け る 横 断 面 に よ っ て 規 定 さ れ る 曲 線 の
セ グ メ ン ト に 、 相 似 関 係 の 範 囲 内 に お い て 実 質 的 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 改 良 に よ れ ば 、 人 工 補 装 具 の 前 記 脛 骨 イ ン サ ー ト が 、 該 イ ン サ ー ト の ベ
ー ス か ら 垂 直 方 向 に 突 出 し て い る 脛 骨 ス タ ッ ド を 有 し 、 且 つ 後 方 に 向 か っ て 回 転 す る よ う
に 意 図 さ れ た 面 を 有 し 、 前 後 方 向 平 面 に お け る 横 断 面 に お い て 後 面 が い わ ゆ る 接 触 曲 線 を
規 定 し 、 該 曲 線 は そ の 凹 部 が 後 側 を 向 い た 凹 状 曲 線 で あ り 、 該 曲 線 の 頂 点 、 即 ち ベ ー ス か
ら 最 も 離 れ た 点 は 曲 線 上 の 他 の ど の 点 よ り も 後 方 に あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 人 工 補 装 具 に お い て は 、 膝 の 屈 曲 に つ れ て 大 腿 骨 ス タ ッ ド が 脛 骨 ス タ ッ ド の 後 面 上
を 回 動 或 い は ス ラ イ ド す る 。 現 在 知 ら れ て い る 人 工 補 装 具 に お い て は （ そ の イ ン サ ー ト の
ベ ー ス か ら 離 れ て 移 動 さ せ る た め ） 、 膝 が 曲 が る に つ れ て 大 腿 骨 ス タ ッ ド と 脛 骨 ス タ ッ ド
と の 間 の 接 触 点 が 上 昇 す る 傾 向 に あ る 。 接 触 曲 線 に 対 し て 、 よ り 後 方 に あ る 頂 点 を 与 え る
こ と に よ っ て 、 大 き な 屈 曲 角 度 に お い て 生 じ る こ と の あ る 外 れ が 防 が れ 、 よ り 安 全 な 人 工
補 装 具 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 好 適 実 施 態 様 に よ れ ば 、 前 記 接 触 曲 線 が 、 ベ ー ス と 頂 点 と の 間 の 中 間 部 分 に 直
線 状 セ グ メ ン ト を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 改 良 に よ れ ば 、 前 記 曲 線 の 少 な く と も 一 部 が 、 所 与 の 点 か ら 前 記 頂 点 に
至 る ま で 、 曲 線 上 の 点 が 頂 点 に 近 づ く ほ ど 後 方 に 位 置 す る よ う な 形 状 を な し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 大 腿 骨 ス タ ッ ド と 脛 骨 ス タ ッ ド と の 間 の 接 触 点 は 、 屈 曲 が 進 行 す る に つ れ て 下 降 し 、 こ
れ に よ っ て ず れ の 危 険 性 が 減 少 す る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 の 好 適 実 施 形 態 を 、 単 に 例 示 の た め に の み 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 前 後 方 向 平 面 、 即 ち 屈 曲 の 際 の 大 腿 骨 と 脛 骨 の 長 手 方 向 軸 に よ っ て 規 定 さ れ る
平 面 に お け る 、 ポ リ エ チ レ ン 製 の 脛 骨 イ ン サ ー ト １ を 示 し 、 こ れ は イ ン サ ー ト の ベ ー ス か
ら 垂 直 方 向 に 突 出 し た 脛 骨 ス タ ッ ド ２ を 有 し 、 こ の ベ ー ス は 隆 起 部 ４ の 外 表 面 が 接 触 す る
二 つ の 上 部 接 触 表 面 ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 左 右 二 つ の 隆 起 部 ４ （ 断 面 を 示 す 図 面 に は 一 つ だ け が 示 さ れ て い る ） の 間 に は 、 隆 起 部
間 空 間 が 形 成 さ れ 、 こ れ を 脛 骨 ス タ ッ ド ２ が 通 過 し て い る 。 大 腿 骨 ス タ ッ ド ５ が 一 方 の 隆
起 部 か ら 他 方 の 隆 起 部 ま で 中 央 横 方 向 （ 図 の 平 面 に 垂 直 ） に 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 膝 が 伸 ば さ れ た 位 置 に あ る 場 合 、 脛 骨 ス タ ッ ド と 大 腿 骨 ス タ ッ ド は 互 い に 離 れ て い る 。
３ ０ ° の 屈 曲 か ら 、 大 腿 骨 ス タ ッ ド は 脛 骨 ス タ ッ ド の 後 面 ６ に 接 触 す る 。 各 隆 起 部 は 中 心
点 ８ を 有 す る 接 触 域 に お い て イ ン サ ー ト に 接 触 す る 。 或 る 場 合 に は 、 接 触 表 面 の 相 対 的 な
幾 何 学 形 状 に 応 じ て 、 こ の 接 触 域 は 単 な る 点 に な る こ と も あ り 、 こ こ が 前 記 中 心 点 と な る
で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 横 断 面 の 形 状 は 、 前 記 の 点 ８ が ８ ０ ～ ９ ０ ° と １ ３
０ ° と の 間 の 角 度 の い ず れ の 屈 曲 に 対 し て も 固 定 さ れ る よ う に 、 隆 起 部 、 イ ン サ ー ト の 接
触 表 面 及 び 脛 骨 ス タ ッ ド の 後 面 の 形 状 を 考 慮 し て 選 ば れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 イ ン サ ー ト の 凹 ん だ 上 面 の 所 与 の 形 状 、 隆 起 部 の 外 表 面 の 所 与 の 形 状 及 び 脛 骨 ス タ ッ ド
の 後 面 の 形 状 か ら 始 ま っ て 、 一 点 ず つ 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 横 断 面 の 湾 曲 形 状 を 決 め る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ う し て 、 こ れ ら の 図 の 異 な る 要 素 の 幾 何 学 形 状 を 取 り 入 れ て 、 曲 線 Ａ （ 図 ２ 参 照 ） が
得 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 隆 起 部 が 、 半 径 Ｒ １ と Ｒ ２ （ 図 を 参 照 の こ と ） を 有 す る 二 つ の 円 形 表 面 に よ っ て 形 成 さ
れ て い る 場 合 に は 、 半 径 Ｒ １ ／ Ｈ と Ｒ ２ ／ Ｈ の 二 つ の 円 曲 線 を 有 す る 曲 線 Ａ を 提 供 す る こ
と に よ っ て 、 良 好 な 結 果 が 得 ら れ る 。 こ こ で 、 Ｈ は 人 工 補 装 具 の 全 体 サ イ ズ に 応 じ て 決 め
ら れ る 相 似 係 数  (a coefficient of homothecy) で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し た が っ て 、 後 方 と 前 方 の 二 つ の 曲 線 １ ２ 、 １ ３ の セ グ メ ン ト が 延 び 出 す 後 端 １ １ と 前
端 １ ６ を 有 す る 直 線 状 セ グ メ ン ト １ ０ に よ っ て 、 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 横 断 面 を 準 備 す る こ と
が で き る 。 こ の 曲 線 の 二 つ の セ グ メ ン ト は 、 例 え ば 円 弧 状 の 凸 面 を な し て い る 。 こ れ ら は
頂 点 １ ４ で 出 会 っ て い る 。 こ の 頂 点 １ ４ か ら 直 線 状 区 域 へ の 垂 直 投 影 １ ５ は 、 前 端 １ ６ よ
り も 後 端 １ １ の 近 く に 位 置 し て い る 。 特 に 、 １ ５ か ら １ ６ ま で の 距 離 に 対 す る １ ５ か ら １
１ ま で の 距 離 の 比 率 は 、 １ ／ ３ ～ １ ／ ６ の 間 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 特 に 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 閉 曲 線 １ ０ － １ ２ － １ ３ の 形 状 は 、 相 似 関 係 の 範 囲
内 で 、 膝 が 水 平 セ グ メ ン ト ２ ０ （ 図 に 点 線 で 部 分 的 に 示 さ れ て い る ） に よ っ て 補 わ れ た 伸
び た 状 態 に あ る 場 合 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 脛 骨 ス タ ッ ド は そ の 頂 点 に 、 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 方 向 に 突 出 し た 一 種 の 先 端 ２ ２ を 有 す る
。 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 後 面 は 皿 型 を な し 、 こ の 皿 の 底 ２ ５ は 実 質 的 に 平 坦 で 、 ス タ ッ ド の 縦
方 向 の 実 質 的 に 全 域 に わ た っ て 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 面 に も 示 さ れ て い る よ う に 、 脛 骨 ス タ ッ ド の 後 面 の 形 状 は 、 大 腿 骨 ス タ ッ ド と 脛 骨 ス
タ ッ ド と の 間 の 接 触 点 ３ ０ が 、 屈 曲 角 度 の 増 加 と 共 に 下 降 す る よ う に 選 ば れ て い る 。 こ の

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-321808 A 2004.11.18



よ う に 、 こ の 人 工 補 装 具 の ず れ の 危 険 性 は 更 に 少 な く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 膝 が 伸 び た 状 態 （ ０ ° の 屈 曲 ） に お け る い わ ゆ る 後 部 平 面 に お け る 脛 骨 プ レ ー ト
上 に 載 せ ら れ る こ と を 意 図 し た 脛 骨 イ ン サ ー ト 上 の 後 部 安 定 化 人 工 補 装 具 の 大 腿 骨 部 分 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ４ ５ ° の 屈 曲 に 対 す る 図 １ の 大 腿 骨 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ９ ０ ° の 屈 曲 に 対 す る 図 １ の 大 腿 骨 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 １ ２ ０ ° の 屈 曲 に 対 す る 図 １ の 大 腿 骨 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 脛 骨 イ ン サ ー ト
　 ２ 　 脛 骨 ス タ ッ ド
　 ４ 　 隆 起 部
　 ５ 　 大 腿 骨 ス タ ッ ド
　 ６ 　 大 腿 骨 ス タ ッ ド の 後 面
　 ８ 　 中 心 点
　 １ ０ 　 直 線 状 セ グ メ ン ト
　 １ １ 　 後 端
　 １ ２ 　 曲 線
　 １ ３ 　 曲 線
　 １ ４ 　 頂 点
　 １ ５ 　 垂 直 投 影
　 １ ６ 　 前 端
　 ２ ０ 　 水 平 セ グ メ ン ト
　 ２ １ 　 外 面
　 ２ ２ 　 先 端
　 ２ ５ 　 底
　 ３ ０ 　 接 触 点
　 Ａ 　 曲 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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